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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】両腕の血圧を同時に測定することが可能であり
、かつ、両腕の血圧値を同時に表示することが可能な血
圧計を提供する。
【解決手段】電源手段と、動作ボタン３と、ＬＣＤ電子
ディスプレイ２と、ＬＣＤ電子ディスプレイ２に設けら
れたゴムチューブジャック４と、一端がゴムチューブジ
ャックに接続され、他端が血圧計カフ１に接続されたゴ
ムチューブと、を具備する。すなわち、２つのゴムチュ
ーブジャック、２つのゴムチューブ及び２つの血圧計カ
フ１が設けて血圧計とする。この構成により、両腕の血
圧を同時に測定することができ、かつ、両腕の血圧値を
同時に表示することができる。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　電源手段と、
　動作ボタンと、
　ＬＣＤ電子ディスプレイと、
　前記ＬＣＤ電子ディスプレイに設けられたゴムチューブジャックと、
　一端がゴムチューブジャックに接続され、他端が血圧計カフに接続されたゴムチューブ
と、を具備する、人体の両腕の血圧を測定するための血圧計において、
　２つのゴムチューブジャック、２つのゴムチューブ及び２つの血圧計カフが設けられて
いることを特徴とする血圧計。
【請求項２】
　２つのＬＣＤ電子ディスプレイが設けられていることを特徴とする請求項１の人体の両
腕の血圧を測定するための血圧計。
【請求項３】
　前記２つのＬＣＤ電子ディスプレイは、並列に設置されていることを特徴とする請求項
２の人体の両腕の血圧を測定するための血圧計。
【請求項４】
　人体の脈拍を同時に測定することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１の人体の
両腕の血圧を測定するための血圧計。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、人体の両腕の血圧を同時に測定するための血圧計に関する。
【背景技術】
【０００２】
　さまざまな血圧計が久しく知られているが、血圧計はなおも発展しており、人体の両腕
の血圧を同時に測定することができる血圧計はない。これは、なぜならば、人々が両腕の
血圧を同時に測定することの意義を理解していないからである。伝統的な中国医学の陰陽
平衡論によれば、健康な人間の器官及びこれらの働きは、平衡状態にある。人間の器官の
平衡でない働きは、さまざまな病気を引き起こす傾向にある。血圧は、人間の器官の働き
が平衡であるかどうかを判断するためのキーとなる要因である。従って、「脈拍をとるこ
と」（“feeling the pulse”）は、常に、伝統的な中国医学において重要な役割を果た
し、また、伝統的な中国医学での病気の診断における主要な判断基準の１つである。
【０００３】
　しかし、「脈拍をとる」技術は、正確な判断をするために非常に長い期間の医学的な経
験を必要とし、環境や人体のコンディションのような要因によって影響されるので、診断
はデジタル化されることができず、診断の結果は正確でない可能性がある。
【０００４】
　最近では、血圧計による血圧の測定は、伝統的な中国医学の「脈拍をとること」と同じ
働きを有し、人間の器官及びこれらの働きは、左腕と右腕との両方の血圧を測定すること
によって平衡であるかどうかを検出することが可能である。しかし、従来技術では、血圧
は、所定の時間、片腕で測定され、時間差及び人体の動きにより、測定されたデータは、
十分に正確でない。
【考案の概要】
【０００５】
　本考案は、両腕の血圧を同時に測定することが可能であり、かつ、両腕の血圧値を同時
に表示することが可能な、上述の問題をまさに解決する血圧計を意図している。
【０００６】
　この考案は、人体の両腕の血圧を測定するための血圧計であって、両腕の血圧を同時に
測定することができ、かつ、両腕の血圧値を同時に表示することができる血圧計を提供す
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る。
【０００７】
　電源手段と、動作ボタンと、ＬＣＤ電子ディスプレイと、前記ＬＣＤ電子ディスプレイ
に設けられたゴムチューブジャックと、一端がゴムチューブジャックに接続され、他端が
血圧計カフに接続されたゴムチューブと、を具備する、人体の両腕の血圧を測定するため
の血圧計において、２つのゴムチューブジャック、２つのゴムチューブ及び２つの血圧計
カフが設けられていることを特徴とする。本考案は、両腕の血圧を同時に測定することが
でき、かつ両腕の血圧値を同時に表示することができる。
【０００８】
　さらに、２つのＬＣＤ電子ディスプレイが設けられており、これらディスプレイは、血
圧値をより便利にチェックするのを助ける。
【０００９】
　さらに、前記２つのＬＣＤ電子ディスプレイは、並列に設置され、従って、対称的に設
置されることができるので、血圧計は、適切な構造、より小さなサイズを有し、持ち運び
が簡単である。
【００１０】
　さらに、人体の両腕の血圧を測定するための血圧計は、人体の脈拍を同時に測定する。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本考案の両腕用血圧計の構造を示す図である。
【図２】図２は、２つの血圧測定カフを示す両腕用血圧計の構造を示す図である。
【考案を実施するための形態】
【００１２】
　本考案は、人体の両腕の血圧を測定するための血圧計を提供し、この血圧計は、両腕の
血圧を同時に測定することができる。以下では、この考案が、図１並びに図２を参照して
詳細に説明される。
【００１３】
　人体の両腕の血圧を測定するための血圧計は、特に、電源手段と、動作ボタン３と、２
つのゴムチューブと、２つのゴムチューブジャック４と、２つの血圧測定カフ１と、ＬＣ
Ｄ電子ディスプレイ２と、を有する。
【００１４】
　電源手段は、バッテリホルダと、電源ジャック５と、の少なくとも一方であることがで
きる。特に、血圧計に外部電源ジャック５が設けられていれば、電力は外部電源によって
血圧計に供給され、この場合、電源がなかったり停電（電源異常）時であったりしても血
圧計を動作させるように電力が供給される。内部バッテリの入口ドアは、血圧計の後部に
設けられている。
【００１５】
　動作ボタン３は、血圧計を開始又は停止させるための開始及び停止ボタンを有する。
【００１６】
　２つのゴムチューブジャック４は、ＬＣＤ電子ディスプレイ２に設けられており、ゴム
チューブの一端が、ゴムチューブジャックに接続され、また、ゴムチューブの他端は、血
圧測定カフ１に接続される。２つのゴムチューブ及び２つのゴムチューブジャックがある
ので、これらは、両腕の血圧を測定するために２つの血圧測定カフに接続される。
【００１７】
　２つの血圧測定カフ１は、ユーザの両腕の血圧を同時に測定するために使用される。使
用の際、これらカフは、左腕及び右腕の周りにそれぞれ巻かれ、自動的に圧力を上昇させ
ることが可能である。
【００１８】
　ＬＣＤ電子ディスプレイ２は、両腕の血圧値を表示する。このＬＣＤ電子ディスプレイ
は、両腕の血圧値を同時に表示するように、２つの血圧測定カフの両端に接続される。さ
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らに、２つのＬＣＤ電子ディスプレイを設けることが可能であり、これらディスプレイの
各々は、血圧測定カフに接続され、測定後、２つのＬＣＤ電子ディスプレイが、血圧値を
同時に表示する。２つのＬＣＤ電子ディスプレイが設けられたとき、これらは、両腕の異
なる血圧値、及びこれら値によって反映されるようなユーザの人体の器官の平衡状態を正
確に観測するように、並列に配置される、すなわち、図１によって示されるように並列に
設置されることができる。
【００１９】
　人体の両腕の血圧を測定するための血圧計は、人体の脈拍を同時に測定することができ
る。
【００２０】
　上で述べられた説明の結果として、当業者によって明らかに理解されるように、本考案
の本質部分から実質的に逸脱することなく、さまざまな変形及び変更が、好ましい実施の
形態になされることができ、また、全ての変形及び変更は、実用新案請求の範囲に含まれ
る。

【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月22日(2011.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　電源手段と、
　動作ボタンと、
　ＬＣＤ電子ディスプレイと、を具備する、人体の両腕の血圧を測定するための血圧計に
おいて、この血圧計は、さらに、
　各々の組が、１つのゴムチューブジャック、１つのゴムチューブ及び１つの血圧計カフ
からなる２つの組を有し、
　前記各々の組において、前記ゴムチューブジャックが、前記ＬＣＤ電子ディスプレイに
設けられ、前記ゴムチューブの一端が、前記ゴムチューブジャックに接続され、前記ゴム
チューブの他端が、前記血圧計カフに接続されていることを特徴とする血圧計。
【請求項２】
　電源手段と、
　動作ボタンと、を具備する、人体の両腕の血圧を測定するための血圧計において、この
血圧計は、さらに、
　各々の組が、１つのＬＣＤ電子ディスプレイ、１つのゴムチューブジャック、１つのゴ
ムチューブ及び１つの血圧計カフからなる２つの組を有し、
　前記各々の組において、前記ゴムチューブジャックが、前記ＬＣＤ電子ディスプレイに
設けられ、前記ゴムチューブの一端が、前記ゴムチューブジャックに接続され、前記ゴム
チューブの他端が、前記血圧計カフに接続されていることを特徴とする血圧計。
【請求項３】
　前記２つの組の各々に設けられたＬＣＤ電子ディスプレイは、互いに並列に設置されて
いることを特徴とする請求項２の人体の両腕の血圧を測定するための血圧計。
【請求項４】
　人体の脈拍を同時に測定することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１の人体の
両腕の血圧を測定するための血圧計。
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